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は
じ
め
に

　

一
九
四
八
年
に
交
わ
さ
れ
た
ア
ル
チ
ス
ト
・
ア
ル
チ
ザ
ン
論
争
に
お
い

て
、
花
田
清
輝
ら
戦
後
派
は
、
丹
羽
文
雄
ら
風
俗
派
を
ア
ル
チ
ザ
ン
と
呼

び
表
し
た
上
で
、
彼
ら
の
小
説
は
世
相
を
写
す
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
批

評
精
神
を
欠
い
て
い
る
と
盛
ん
に
攻
撃
を
加
え
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
チ
ザ

ン
と
い
う
片
仮
名
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
る
が
、「
芸
術
家
」

と
「
職
人
」
の
二
項
対
立
図
式
は
中
村
光
夫
が
『
風
俗
小
説
論
』（
河
出

書
房
、
一
九
五
〇
年
六
月
）
で
踏
襲
し
、
戦
後
派
と
同
様
に
丹
羽
ら
を

「
職
人
」
の
側
に
振
り
分
け
た
。
こ
れ
は
、
中
村
に
同
調
し
た
後
続
論
文

に
よ
っ
て
定
説
化
が
進
み
、
風
俗
小
説
は
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
に
「
芸

術
」
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
（
（
（

い
。

　
「
日
本
近
代
文
学
に
お
い
て
、
風
俗
小
説
ほ
ど
、
軽
視
さ
れ
て
い
る
ジ

ャ
ン
ル
は
な
い
だ
ろ
う
。
風
俗
小
説
は
浅
薄
か
つ
お
手
軽
な
小
説
の
代
名

詞
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
山
本
芳
明
が
批
判
的
に
指

摘
し
た
の
は
二
〇
一
二
年
の
こ
と
だ
（
（
（
が
、
そ
う
し
た
状
況
は
現
在
で
も
変

わ
っ
て
い
ま
い
。
風
俗
小
説
は
、
他
の
小
説
ジ
ャ
ン
ル
と
全
く
同
様
に
玉

石
混
淆
な
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
軽
視
さ
れ
て
い
る
現
状
は
不
条
理

と
言
う
ほ
か
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
石
坂
洋
次
郎
が
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
四
年
に

か
け
て
書
き
継
い
だ
、「
小
説
家
・
石
中
先
生
な
る
人
物
が
郷
里
の
津
軽

に
疎
開
し
て
、
そ
こ
で
見
聞
し
た
地
方
生
活
の
義
理
人
情
を
あ
れ
こ
れ
と

描
い
た
体
裁
」
の
連
作
（「
あ
と
が
き
」『
石
中
先
生
行
状
記
』
新
潮
社
、

一
九
四
九
年
七
（
（
（

月
）「
石
中
先
生
行
状
記
」
の
う
ち
の
「
根
ツ
子
町
の
巻
」

（『
小
説
新
潮
』
一
九
四
八
年
九
・
一
〇
月
）
を
読
解
し
、
同
作
が
芸
術

的
・
社
会
的
な
価
値
を
有
す
る
風
俗
小
説
の
一
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
（
（
（

い
。

一
、「
好
色
文
学
」
か
「
芸
術
作
品
」
か

　
「
根
ツ
子
町
の
巻
」
の
外
在
的
な
特
異
性
は
、『
小
説
新
潮
』
一
九
四
八

年
一
〇
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
後
半
の
、「
セ
ッ
ク
ス
を
形
ど
っ
た
性
神
を

め
ぐ
っ
て
、
中
年
の
和
尚
と
若
い
女
と
の
結
び
つ
き
を
描
い
た
部
分
」
が

（
藤
村
記
者
「
文
壇
事
件
史
─
戦
後
編
〈
19
〉
石
中
先
生
の
受
難
」『
讀

賣
新
聞
』
一
九
六
八
年
五
月
一
二
日
）、
警
視
庁
保
安
課
に
よ
っ
て
「
風

俗
を
壊
乱
す
る
も
の
」
と
認
定
さ
れ
、
摘
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
あ
る

（「
石
坂
洋
次
郎
氏
「
石
中
先
生
行
状
記
」 

エ
ロ
作
品
と
し
て
摘
発
」『
日

須
山
　
智
裕

石
坂
洋
次
郎
「
石
中
先
生
行
状
記
根
ツ
子
町
の
巻
」
論

　
　
　
　
　
　
　

─
─
時
代
の
「
伝
説
」
化
を
衝
く
風
俗
小
説
─
─
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本
経
済
新
聞
』
一
九
四
八
年
一
〇
月
一
四
日
）。
敗
戦
後
、
出
版
法
と
新

聞
紙
法
は
一
九
四
九
年
五
月
の
正
式
な
廃
止
を
待
た
ず
に
事
実
上
失
効
し

て
い
た
た
め
、
猥
褻
文
書
の
頒
布
等
を
禁
ず
る
刑
法
第
一
七
五
条
を
根
拠

と
し
た
摘
発
で
あ
る
（
後
、
起
訴
猶
予
と
な
る
）。
そ
れ
以
前
に
も
刑
法

第
一
七
五
条
に
拠
る
摘
発
は
見
ら
れ
た
が
、「
ほ
と
ん
ど
が
カ
ス
ト
リ
雑

誌
か
春
本
の
た
ぐ
い
」
だ
っ
た
た
め
、「
根
ツ
子
町
の
巻
」
の
摘
発
は
、

「
文
学
作
品
」
が
狙
わ
れ
た
最
初
の
事
例
で
あ
っ
（
（
（

た
。

　

こ
の
事
態
を
受
け
、
文
学
者
た
ち
は
ま
ず
、
談
話
の
形
で
意
見
を
表
明

し
た
。
例
え
ば
丹
羽
文
雄
は
、「
私
と
し
て
は
あ
の
内
容
程
度
な
ら
か
ま

わ
な
い
と
思
う
、
世
間
に
は
「
金
瓶
梅
」
や
な
に
か
の
訳
本
で
な
お
ひ
ど

い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
回
つ
て
い
る
、（
中
略
）
警
視
庁
の
や
り
方
は

次
第
に
昔
に
帰
つ
て
行
く
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
」
と
述
べ
（
前
出
「
石

坂
洋
次
郎
氏
「
石
中
先
生
行
状
記
」
エ
ロ
作
品
と
し
て
摘
発
」）、
文
芸
家

協
会
常
任
理
事
・
石
川
達
三
は
「
好
色
文
学
と
芸
術
作
品
と
の
見
解
が
当

局
に
は
判
ら
な
い
の
だ
ろ
う
、
赤
本
や
エ
ロ
雑
誌
の
低
俗
な
目
的
を
持
つ

た
出
版
物
が
は
ん
濫
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
取
締
ら
ず
石
坂
氏
の
作
品

を
摘
発
す
る
の
は
納
得
で
き
な
い
、
こ
れ
が
前
例
と
な
れ
ば
作
家
の
良
心

的
な
活
動
も
阻
害
さ
れ
る
わ
け
で
文
化
の
前
途
が
憂
え
ら
れ
る
」
と
語
っ

た
（「
文
芸
家
協
会
た
つ 

〝
石
中
先
生
〟
果
し
て
エ
ロ
か
」『
日
本
経
済
新

聞
』
一
九
四
八
年
一
〇
月
一
七
日
）。
つ
ま
り
、
日
本
著
作
家
組
合
書
記

長
・
中
島
健
蔵
が
「
問
題
は
風
紀
警
察
の
手
に
よ
つ
て
文
学
作
品
が
こ
の

よ
う
に
軽
々
し
く
と
り
あ
つ
か
わ
れ
る
処
に
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は

石
坂
君
の
問
題
を
は
な
れ
て
も
、
大
抵
の
人
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て

い
る
」
と
概
括
し
た
（「
顔 

石
坂
洋
次
郎 

作
家
」『
週
刊
朝
日
』
一
九
四

八
年
一
一
月
一
四
日
）
よ
う
に
、
敗
戦
前
の
苛
烈
な
言
論
統
制
が
再
来
す

る
こ
と
に
対
す
る
警
戒
心
が
共
有
さ
れ
、
他
で
も
な
く
「
根
ツ
子
町
の

巻
」
が
摘
発
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
の
正
当
性
を
疑
う
声
が
相
次
い
だ

の
（
（
（
だ
。

　

翌
年
に
は
、
今
日
出
海
が
同
作
を
「
十
八
世
紀
の
ロ
コ
コ
的
エ
ロ
テ
ィ

ス
ム
」
た
る
「
コ
ン
ト
・
エ
ロ
テ
ィ
ク
」
で
は
な
く
、「
笑
い
や
滑
稽
の

要
素
が
横
溢
」
す
る
「
コ
ン
ト
・
ド
ロ
ラ
テ
ィ
ク
」
で
あ
る
と
主
張
し

（「
社
会
の
顔 

石
坂
洋
次
郎 

市
川
海
老
蔵
」『
社
会
』
一
九
四
九
年
二

月
）、
な
か
の
・
し
げ
は
る
が
「
東
北
の
一
部
に
の
こ
つ
て
い
る
性
器
崇

拝
が
批
判
的
に
描
か
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
文
学
と
し
て
取
り
あ
つ
か
わ
れ

た
こ
と
が
政
治
的
に
支
配
権
力
を
刺
し
た
」
と
評
価
す
る
（「
フ
ア
シ
ズ

ム
反
対
・
民
族
独
立
の
た
め
の
斗
争
と
文
学
と
の
関
係
」『
新
日
本
文
学
』

一
九
四
九
年
二
月
）
な
ど
、
よ
り
理
論
的
に
石
坂
を
擁
護
す
る
言
表
が
い

く
つ
も
提
出
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
七
年
ほ
ど
経
っ
て
、
十
返
肇
は
『
わ
が
文
壇
散
歩
』（
現
代

社
、
一
九
五
六
年
五
月
）
の
中
で
、「「
石
中
先
生
」
が
当
局
に
よ
っ
て
起

訴
さ
れ
た
と
き
、
文
化
に
対
す
る
不
法
な
弾
圧
と
し
て
非
難
さ
れ
「
石
中

先
生
」
は
決
し
て
当
局
の
い
う
が
如
き
ワ
イ
セ
ツ
な
作
品
で
は
な
い
と
い

う
の
が
文
壇
の
輿
論
で
あ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
同
作
は

「
警
察
力
が
発
動
さ
れ
た
」
が
ゆ
え
に
「
実
際
以
上
に
文
明
批
評
的
な
作

品
だ
な
ど
と
」
評
価
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、「
決
し
て
文
化
の
名
に
価
す
る

よ
う
な
芸
術
作
品
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

確
か
に
、
同
時
代
に
お
い
て
評
価
を
下
さ
れ
る
際
、
警
視
庁
に
摘
発
さ

れ
た
こ
と
が
有
利
に
働
い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
時
が
経
ち
、

摘
発
へ
の
対
抗
と
い
う
事
情
が
外
れ
て
か
ら
「
根
ツ
子
町
の
巻
」
を
読
解

す
る
者
が
皆
無
に
近
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
十
返
の
主
張
を
裏
付
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け
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、『
風
俗
小
説
論
』
以
後
の
風
俗

小
説
の
地
位
の
低
下
や
、
発
表
し
た
小
説
が
次
々
と
映
画
化
さ
れ
る
状
況

に
象
徴
さ
れ
る
石
坂
の
流
行
＝〈
通
俗
〉
作
家
化
と
い
っ
た
大
き
な
流
れ

の
結
果
な
の
で
は
な
い
か
。
同
作
を
精
読
し
、「
好
色
文
学
」
な
の
か

「
芸
術
作
品
」
な
の
か
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
の
際
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
芸
術
作
品
」
の
基
準
で

あ
る
。
戦
時
の
反
省
か
ら
、
文
学
者
が
主
体
的
で
あ
る
こ
と
が
強
く
要
求

さ
れ
て
い
た
当
時
、「
芸
術
作
品
」
の
代
表
的
な
条
件
は
、
作
者
の
立
場

や
態
度
が
表
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
派
や
中
村
が
風

俗
派
を
芸
術
家
で
は
な
く
職
人
だ
と
す
る
時
、
風
俗
や
世
相
を
写
し
て
い

る
だ
け
で
、
自
身
の
立
場
や
態
度
が
表
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
定
型

的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
基
準
を
適
用

し
、「
根
ツ
子
町
の
巻
」
が
一
九
四
八
年
の
小
説
と
し
て
「
芸
術
作
品
」

と
言
え
る
か
ど
う
か
を
考
え
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
石
坂
は
警
視
庁
に
出
頭
し
た
際
、「「
文
学
作
品
を
鑑
賞
す

る
に
は
、
何
が
題
材
に
扱
は
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
観
方
で
な
く
、
そ
の
題

材
が
い
か
に
作
品
化
さ
れ
て
ゐ
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
ふ
観
方
を
し
て
も
ら
ひ
た
い
」

と
い
ふ
意
味
の
こ
と
を
調
書
に
書
い
て
も
ら
つ
た
」（
傍
点
原
文
）
と
い

う
が
（「「
石
中
先
生
」
の
問
題
」『
新
潮
』
一
九
四
九
年
一
月
）、
そ
れ
は

ま
さ
し
く
、
文
学
研
究
の
基
本
的
な
態
度
で
も
あ
（
（
（

る
。

二
、
根
ツ
子
町
の
名
コ
ン
ビ

　
「
根
ツ
子
町
の
巻
」
は
、
冒
頭
に
書
か
れ
て
あ
る
通
り
、
津
軽
も
春
め

い
て
く
る
「
三
月
」
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
吉
田
倉
男
が
「
一
昨

年
の
夏
」
執
筆
し
た
と
い
う
村
井
一
心
斎
の
弔
詞
の
書
き
出
し
に
「
昭
和

二
十
一
年
八
月
六
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
中
の
時
間
は
一
九
四
八
年

三
月
で
あ
る
こ
と
が
分
か
（
（
（

る
。
こ
れ
を
指
摘
し
た
の
は
、
一
心
斎
老
人
と

共
に
文
化
講
演
の
依
頼
に
訪
れ
た
吉
田
青
年
に
対
し
、
石
中
先
生
が
「
君

は
、
太
宰
治
を
崇
拝
し
て
る
ん
だ
ね
？
」
と
尋
ね
、
吉
田
青
年
が
「
さ
う

で
す
。
太
宰
さ
ん
の
在
り
方
は
い
い
と
思
ふ
ん
で
す
」
と
答
え
る
や
り
取

り
は
、
太
宰
が
生
き
て
い
る
頃
に
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
で
あ
る
。
太
宰
は
一
九
四
八
年
六
月
一
三
日
の
深
夜
に
、
愛
人

の
山
崎
富
栄
と
玉
川
上
水
に
入
水
し
た
た
め
、「
根
ツ
子
町
の
巻
」
が
発

表
さ
れ
た
同
年
九
月
に
は
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

郷
土
を
同
じ
く
す
る
石
坂
は
自
殺
の
報
を
受
け
、
随
筆
「
太
宰
治
の

死
」（『
新
潮
』
一
九
四
八
年
六
月
）
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
石
坂
は
、

や
は
り
津
軽
出
身
の
葛
西
善
蔵
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
彼
ら
に
共

通
す
る
特
質
と
し
て
、
常
識
へ
の
反
逆
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
太
宰
を
崇

拝
し
て
い
る
吉
田
青
年
も
ま
た
「
常
識
に
反
抗
し
よ
う
と
」、
ロ
シ
ア
の

民
族
衣
装
で
あ
る
ル
パ
シ
カ
を
着
て
ベ
レ
ー
帽
を
被
る
と
い
う
奇
抜
な
服

装
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
招
待
さ
れ
た
座
談
会
で
「
話
を
一
つ
も
せ
ず
、

酒
を
ガ
ブ
〳
〵
飲
ん
で
ク
ダ
を
捲
い
て
帰
つ
て
い
」
く
太
宰
の
奔
放
な

「
ス
タ
イ
ル
」
に
陶
酔
し
て
お
り
、
そ
れ
を
語
る
時
に
は
、「
自
分
が
太

宰
治
で
も
あ
る
か
の
や
う
に
、
胸
を
反
ら
せ
て
深
刻
さ
う
な
顔
」
を
す

る
。
そ
し
て
、
コ
ン
セ
イ
様
を
拝
む
女
学
生
達
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
卑
俗
な
意
味
で
の
性
の
解
放
に
肯
定
的
で
あ
り
、「
獲
物
を
狙
ふ

猛
獣
」
の
ご
と
き
眼
で
「
雪
に
寝
転
ぶ
女
学
生
達
」
を
凝
視
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
ポ
ー
ズ
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
の
吉
田
青

年
は
、
女
性
問
題
な
ど
で
た
び
た
び
親
族
に
負
担
を
か
け
た
破
滅
型
の
太

宰
と
は
対
照
的
に
、「
浮
い
た
噂
一
つ
な
い
模
範
息
子
」
で
あ
る
と
い
う
。
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ま
た
、「
社
会
主
義
、
手
相
、
天
文
台
が
、
一
つ
の
家
庭
の
中
に
、
仲

良
く
同
居
し
て
」
い
る
よ
う
に
、
社
会
も
「
い
ろ
ん
な
弾
き
合
ふ
も
の
が

一
緒
に
な
つ
て
出
来
て
」
お
り
、
そ
れ
で
構
わ
な
い
の
だ
と
す
る
石
中
先

生
の
見
方
を
、
吉
田
青
年
は
「
さ
う
い
ふ
割
り
き
れ
た
や
う
な
通
俗
な
考

へ
方
は
つ
ま
ら
ん
」
と
拒
絶
す
る
と
と
も
に
、
石
中
先
生
が
最
近
「
新
聞

や
大
衆
雑
誌
」
に
寄
稿
し
て
い
る
通
俗
小
説
を
「
じ
つ
に
愚
劣
だ
」
と
批

判
す
る
。
だ
が
彼
は
、「
エ
ロ
雑
誌
や
実
話
雑
誌
」
の
類
も
一
心
斎
老
人

か
ら
借
り
て
読
む
と
言
い
、
自
室
の
本
棚
に
は
「
文
学
や
哲
学
等
の
高
級

な
本
」
の
他
に
「
通
俗
書
も
相
当
に
並
ん
で
を
り
、
全
体
に
統
一
が
な

く
」、
石
中
先
生
は
そ
こ
に
彼
の
「
チ
グ
ハ
グ
な
教
養
」
を
見
て
取
る
。

さ
ら
に
、
一
心
斎
老
人
の
説
教
や
小
話
に
「
科
学
的
な
ロ
ジ
ツ
ク
」
を
要

求
す
る
一
方
、
中
国
の
戦
場
で
彼
の
予
言
に
命
を
救
わ
れ
た
経
験
も
あ
る

こ
と
か
ら
、「
十
中
の
七
八
は
ズ
バ
リ
と
云
ひ
当
て
て
ゐ
る
」
と
、
そ
の

「
カ
ン
」
を
認
め
て
い
る
。

　

要
す
る
に
吉
田
青
年
は
、
太
宰
の
デ
カ
ダ
ン
ス
に
憧
れ
て
常
識
・
良
識

へ
の
反
逆
を
志
向
し
、「
何
で
も
『
愚
劣
』
だ
と
」
否
定
し
て
か
か
る
も

の
の
、
そ
の
生
活
態
度
は
至
っ
て
健
全
で
、「
愚
劣
」
な
事
々
と
な
れ
合

う
こ
と
も
で
き
る
人
物
で
あ
る
。
石
中
先
生
の
通
俗
小
説
を
批
判
し
た
後

に
、「
エ
ロ
雑
誌
や
実
話
雑
誌
」
を
読
む
こ
と
を
「
顔
を
赤
く
し
て
」
告

白
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
吉
田
青
年
は
、
そ
う
し
た

自
ら
の
主
義
主
張
と
実
生
活
の
乖
離
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
埋
め
よ
う
と
し
な
い
の
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い

こ
と
だ
ろ
う
。「
愚
劣
」
な
事
々
の
否
定
を
徹
底
す
る
な
ら
ば
、
戦
争
の

せ
い
で
「
ノ
ル
マ
ル
な
教
育
を
受
け
ら
れ
」
ず
、「
チ
グ
ハ
グ
な
教
養
」

し
か
持
た
な
い
自
分
自
身
を
も
滅
却
す
る
方
向
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
の
吉
田
青
年
と
「
友
情
」
を
成
立
さ
せ
て
い
る
一
心
斎
老
人
だ
が
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
対
照
的
で
あ
る
。
彼
は
戦
争
中
、
日
本
に
と
っ
て
都

合
の
良
い
予
言
を
す
る
「
東
方
の
予
言
者
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、

戦
後
は
「
民
主
的
易
学
創
始
者
」
を
自
任
し
て
い
る
。
石
中
先
生
に
言
わ

せ
れ
ば
、「
無
邪
気
で
率
直
で
、
む
し
ろ
微
笑
ま
し
い
ほ
ど
」
の
転
向
・

便
乗
ぶ
り
で
あ
る
。
た
だ
、「
民
主
的
」
の
内
実
は
不
明
で
、
コ
ン
セ
イ

様
を
前
に
し
た
女
学
生
達
に
対
す
る
「
戦
争
中
に
流
行
し
た
日
本
精
神
論

と
揆
を
一
に
し
た
」「
ロ
ジ
ツ
ク
を
ま
る
で
無
視
し
た
強
引
な
説
教
の
す

す
め
方
」
な
ど
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
看
板
を
付
け
替
え

た
に
過
ぎ
な
い
。
転
向
に
関
す
る
そ
う
し
た
諸
問
題
を
吉
田
青
年
に
皮
肉

ら
れ
て
も
「
陽
気
な
高
笑
ひ
で
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
ふ
」、「
無
邪
気
」
で

自
省
を
し
な
い
人
物
で
あ
る
。
妻
の
澤
木
ヨ
シ
子
も
ま
た
「
無
邪
気
」
な

人
柄
で
あ
り
、
二
人
は
「
ボ
ツ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
あ
ど
け
な
い
娘
と

「
和
尚
様
」
が
突
飛
な
理
由
で
交
わ
り
、
夫
婦
と
な
っ
た
こ
と
が
正
当
か

ど
う
か
疑
う
こ
と
は
な
く
、「
至
つ
て
濃
や
か
」
な
「
夫
婦
の
愛
情
」
を

育
ん
で
い
く
。
猜
疑
の
眼
を
自
分
に
も
社
会
に
も
向
け
る
こ
と
な
く
、
何

事
も
笑
い
飛
ば
す
こ
と
で
、
通
時
的
／
共
時
的
矛
盾
に
満
ち
た
戦
後
社
会

に
適
応
し
、
幸
福
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
と
「
デ
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ン
」

　

石
中
先
生
は
、
根
ツ
子
町
で
の
講
演
会
の
当
日
、
一
心
斎
老
人
の
家
で

風
変
わ
り
な
逸
話
を
次
々
と
聞
い
た
こ
と
に
よ
り
、
世
界
が
異
化
さ
れ
か

け
る
。
こ
の
場
面
は
、
初
出
と
初
刊
で
語
り
の
順
序
が
異
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
簡
略
化
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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初
出
「
豚
は
ジ
ヤ
ム
プ
の
名
人
」（
一
）→
お
婆
さ
ん
の
訪
問
→「
豚
は
ジ

ヤ
ム
プ
の
名
人
」（
二
）→
老
夫
婦
の
訪
問
→「
豚
は
ジ
ヤ
ム
プ
の
名
人
」

（
三
）→
眠
り

初
刊
「
豚
は
ジ
ヤ
ム
プ
の
名
人
」→
お
婆
さ
ん
の
訪
問
→
老
夫
婦
の
訪
問

→
眠
り

　

つ
ま
り
初
出
で
は
、
出
来
事
が
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
語
ら
れ
て
い
る

た
め
、
老
夫
婦
の
訪
問
に
起
因
す
る
「
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
ゐ
る
と
、

石
中
先
生
は
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
ゐ
る
の
と
は
、
ま
る
で
違
つ
た
世
界
へ
連

れ
こ
ま
れ
て
い
く
や
う
で
、
心
細
い
気
が
し
た
」
と
い
う
述
懐
が
、
途
中

に
出
て
き
て
い
る
。
だ
が
初
刊
で
は
、「
一
心
斎
老
人
の
童
話
「
豚
は
ジ

ヤ
ム
プ
の
名
人
」」
が
一
括
で
示
さ
れ
た
後
に
、「
書
き
そ
び
れ
た
」
こ
と

と
し
て
、
ボ
ツ
コ
夫
人
が
二
度
、
来
客
の
と
り
つ
ぎ
で
姿
を
現
し
た
こ
と

が
語
ら
れ
る
た
め
、
述
懐
と
眠
り
が
次
の
よ
う
に
連
続
し
て
い
る
。

　
　

�　

酒
が
利
い
て
来
て
る
せ
ゐ
も
あ
る
の
か
、
豚
が
ジ
ヤ
ム
プ
し
た

り
、
未
申
の
老
夫
婦
の
待
人
が
シ
ベ
リ
ヤ
で
伐
採
を
や
つ
て
ゐ
た

り
、『
沢
水
困
』
で
命
拾
ひ
を
し
た
り
、
そ
ん
な
風
変
つ
た
話
を
聞

か
さ
れ
て
ゐ
る
間
に
、
石
中
先
生
は
ふ
だ
ん
住
ん
で
ゐ
る
の
と
は
、

ま
る
で
違
つ
た
世
界
へ
連
れ
こ
ま
れ
て
い
く
や
う
で
、
フ
ハ
〳
〵
と

身
体
が
浮
き
上
る
思
ひ
が
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ス
キ
焼
で
満
腹

し
た
せ
ゐ
か
、
目
が
し
ぶ
く
頭
が
痺
れ
て
、
猛
烈
に
眠
く
な
つ
た
。

（
中
略
）

　
　

�　

明
る
い
座
敷
の
一
隅
で
、
前
後
不
覚
に
グ
ツ
ス
リ
眠
り
こ
ん
で
し

ま
つ
た
…
…
。

　

い
く
つ
か
の
風
変
わ
り
な
逸
話
が
、
石
中
先
生
の
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
ゐ

る
」
世
界
か
ら
遊
離
す
る
感
覚
と
眠
り
に
収
斂
す
る
よ
う
に
、
語
り
の
順

序
が
組
み
替
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
同
様
に
そ
の
感
覚
と
眠
り
を
連
ね
る
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
と
の
対
応
関
係
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
導
く
の
が
、
石
中
先
生
に
よ
っ
て
「
こ
れ
は
、

ど
う
し
て
、
大
変
な
文
学
だ
よ
…
…
」
と
称
賛
さ
れ
る
、
吉
田
青
年
の
弔

詞
で
あ
る
。
石
中
先
生
は
そ
れ
以
前
、「
科
学
的
な
ロ
ジ
ツ
ク
」
を
「
ほ

ん
と
の
文
学
す
る
精
神
」
だ
と
す
る
吉
田
青
年
の
主
張
を
打
ち
消
す
よ
う

に
、「
文
学
に
は
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
（
虚
構
）
と
い
ふ
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
」

と
発
言
し
て
「
文
学
」
を
性
格
づ
け
て
い
る
が
、
弔
詞
は
確
か
に
、
実
録

で
は
な
く
「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
吉
田
青
年
が
な
ぜ

一
心
斎
老
人
の
家
の
「
コ
ン
セ
イ
様
を
祭
つ
た
密
室
」
で
の
十
年
以
上
前

の
出
来
事
を
詳
細
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
言
え
（
（
（

ば
、
そ
れ
が
一
心

斎
老
人
か
ら
古
老
達
へ
、
古
老
達
か
ら
吉
田
青
年
へ
と
口
伝
え
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
虚
構
の
混
入
の
可
能
性
を
、
吉
田

青
年
は
弔
詞
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
沢
山
咸
」（
女
を
娶

る
に
吉
し
）
と
い
う
卦
が
結
婚
を
後
押
し
し
た
と
い
う
結
構
に
つ
い
て
、

「
一
説
に
は
、
こ
の
占
ひ
の
話
は
イ
ン
チ
キ
で
、
オ
ヤ
ヂ
が
あ
と
で
創
作

し
て
流
布
し
た
も
の
だ
と
も
云
は
れ
て
ゐ
る
」、「
こ
の
辺
は
ど
う
も
く
さ

い
」
と
括
弧
を
付
し
て
述
べ
て
い
る
他
、
ボ
ツ
コ
夫
人
の
正
体
は
女
狐
で

あ
る
と
い
う
説
に
対
し
、「
─
─
と
町
の
古
老
達
は
信
じ
て
ゐ
た
」
と
付

け
加
え
、
吉
田
青
年
自
身
は
そ
れ
を
虚
妄
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
虚
実
を
腑
分
け
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
よ
り
、
あ
る
出
来
事
が
何
度
も
口
伝
え
さ
れ
る
中
で
、
真
偽
不
明

の
様
々
な
「
説
」
が
添
加
さ
れ
て
い
き
、
全
体
と
し
て
「
フ
イ
ク
シ
ヨ
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ン
」
へ
と
接
近
す
る
さ
ま
を
跡
付
け
て
い
る
と
捉
え
る
方
が
妥
当
だ
ろ

う
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
際
、「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
と
共
に
鍵
と
な

る
の
が
「
デ
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ン
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
二
尺
余
り
の
コ
ン

セ
イ
様
で
「
身
体
を
試
し
て
み
」
て
、「
嫁
に
な
れ
な
い
片
輪
の
身
体
で

あ
る
」
と
勘
違
い
し
た
ボ
ツ
コ
に
対
し
、
一
心
斎
老
人
は
「
す
べ
て
神
様

に
は
誇
張
が
あ
る
も
の
ぢ
や
。
儂
の
コ
ン
セ
イ
様
も
、
あ
れ
は
デ
フ
オ
ル

マ
シ
オ
ン
（
変
形
）
で
あ
る
ぞ
」、「
こ
の
デ
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ン
と
は
、
宗

教
と
芸
術
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
な
の
ぢ
や
」
と
諭
す
。
吉
田
青
年

が
「
雑
誌
で
覚
え
た
外
国
語
」
と
揶
揄
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
心
斎
老
人

の
こ
の
発
言
は
、「
宗
教
」
は
と
も
か
く
「
芸
術
」
に
関
し
て
は
受
け
売

り
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、「
芸
術
」
の
一
種
た
る
「
文
学
」
の
成

立
過
程
を
言
い
当
て
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の
一
面
に
「
デ
フ
オ
ル
マ

シ
オ
ン
」
が
施
さ
れ
、「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
と
し
て
の
「
文
学
」
が
生
成

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
は
、
同
時
代
に
お
い
て
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
文
学
観
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
ア
ル
チ
ス
ト
・
ア
ル
チ
ザ
ン
論
争
の

両
極
に
あ
る
文
学
者
が
同
様
の
主
張
を
展
開
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。「
私
は
近
頃
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
小
説
に
於
け
る
造
型
と
か
、
デ
フ

オ
ル
マ
シ
オ
ン
と
い
ふ
こ
と
を
言
つ
て
ゐ
る
」
と
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う

に
（「
私
は
小
説
家
で
あ
る
」『
改
造
』
一
九
四
七
年
九
月
）、「
デ
フ
オ
ル

マ
シ
オ
ン
」
の
主
唱
者
は
丹
羽
文
雄
で
、「
小
説
と
は
人
生
の
仮
構
だ
。

現
実
の
上
に
う
ち
建
て
る
第
二
の
現
実
だ
」
と
訴
え
て
い
た
（
座
談
会

「
小
説
に
就
て
」『
文
學
界
』
一
九
四
七
年
六
月
）。
一
方
、
戦
後
派
が
座

談
会
「
小
説
の
面
白
さ
」（『
綜
合
文
化
』
一
九
四
八
年
五
月
）
で
丹
羽
に

つ
い
て
語
り
合
う
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
一
幕
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�　

佐
々
木
（
基
一
─
─
引
用
者
注
）　
（
前
略
）
丹
羽
文
雄
の
場
合

は
、
現
に
あ
る
も
の
し
か
見
え
な
い
ん
だ
な
ア
。
そ
う
い
う
点
で

は
、
主
観
を
交
え
な
い
で
書
く
か
ら
、
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
正
確

な
素
材
だ
、
と
い
う
気
が
す
る
ん
だ
な
ア
。
あ
の
素
材
の
上
に
も
う

一
つ
出
来
る
も
の
が
本
当
の
芸
術
じ
や
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
ん

で
す
ね
。

　
　
　

椎
名
（
麟
三
─
─
引
用
者
注
）　

賛
成
だ
な
ア
。

　
　

�　

花
田　

彼
は
デ
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ン
と
い
う
こ
と
は
し
き
り
に
云
つ

て
い
る
け
ど
（
笑
）
…
…

　

丹
羽
が
「
デ
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ン
」
を
な
し
得
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
当

人
と
戦
後
派
の
評
価
は
真
逆
で
あ
る
が
、
両
者
の
文
学
観
そ
の
も
の
は
驚

く
ほ
ど
近
い
。
石
中
先
生
は
、
こ
う
し
た
文
脈
で
「
文
学
」
た
る
弔
詞
を

「
す
ぐ
れ
た
読
物
」
と
し
て
気
楽
に
享
受
す
る
が
、
そ
う
し
た
気
分
は
吉

田
青
年
の
意
味
深
長
な
発
言
に
よ
っ
て
一
変
す
る
。

四
、「
伝
説
時
代
」
と
い
う
批
評

　
　
「
先
生
、
伝
説
と
云
へ
ば
、
わ
が
根
ツ
子
町
の
生
活
が
全
部
、
伝
説

の
中
を
彷
徨
し
て
ゐ
る
と
云
つ
て
も
い
い
の
で
す
よ
。
農
地
改
革
も

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
男
女
同
権
も
、
平
和
主
義
も
、
血
の
匂
ひ
が
す
る

伝
説
の
中
で
、
み
み
ず
の
や
う
に
ヒ
ク
〳
〵
蠢
め
い
て
ゐ
る
の
で

す
。
…
…
町
の
一
部
の
年
寄
達
の
間
で
は
、
こ
の
僕
が
、
八
卦
オ
ヤ

ヂ
の
落
胤
だ
と
い
ふ
説
も
信
じ
ら
れ
て
を
り
ま
す
。（
中
略
）
例
へ
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ば
、
オ
ヤ
ヂ
の
落
胤
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
で
せ
う
。
ど
う
せ
僕

達
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
伝
説
時
代
に
住
ん
で
ゐ
る
の
で
す
か
ら
ね
…
…
」

　
　
　

吉
田
青
年
の
頬
が
こ
け
て
青
ざ
め
た
顔
と
、
一
心
斎
老
人
の
つ
や

〳
〵
し
た
赤
い
寝
顔
を
見
較
べ
て
ゐ
る
と
、
落
胤
の
説
が
、
怪
し
く

石
中
先
生
の
胸
に
沁
み
こ
ん
で
来
た
。
不
気
味
で
、
た
よ
り
な
く
、

自
分
が
分
解
さ
れ
る
や
う
な
気
持
だ
つ
た
。

　
　
　

す
る
と
、
石
中
先
生
は
、
一
切
を
忘
れ
る
寝
床
の
休
息
が
、
ム
ラ

〳
〵
と
欲
し
く
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

一
心
斎
老
人
の
家
で
す
で
に
世
界
が
異
化
さ
れ
か
け
て
い
た
石
中
先
生

は
、
吉
田
青
年
か
ら
「
急
に
陰
気
な
調
子
で
」
こ
の
よ
う
に
語
り
か
け
ら

れ
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
動
揺
す
る
。
そ
れ
は
「
伝
説
時
代
」
と
あ
る
よ

う
に
、
時
代
が
「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
で
あ
る
と
い
う
奇
抜
な
、
だ
が
決
し

て
一
笑
に
付
す
こ
と
の
で
き
な
い
見
解
が
与
え
た
動
揺
で
あ
る
。
時
代
と

い
う
〈
地
〉
が
「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
で
あ
る
な
ら
ば
、〈
図
〉
に
当
た
る

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
等
が
現
実
と
し
て
定
着
す
る
は
ず
が
な
く
、
実
体
の

な
い
状
態
で
「
ヒ
ク
〳
〵
蠢
め
い
て
ゐ
る
」
ほ
か
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
単
に
「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
も
「
伝

説
」
と
い
う
語
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
伝
説
」
の
特
徴
は
口
伝
え
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、「
伝
説
時
代
」

に
は
、
具
現
化
さ
れ
な
い
ま
ま
言
葉
だ
け
が
氾
濫
・
伝
播
し
、
架
空
の

〈
戦
後
日
本
〉
が
仮
構
さ
れ
る
時
代
と
い
う
含
意
が
あ
ろ
う
。
そ
の
模
様

の
一
端
は
、「
終
戦
後
は
や
り
出
し
た
文
化
講
演
」
に
お
い
て
、「
理
想
と

現
実
の
隔
り
が
ひ
ど
す
ぎ
て
」、「
喋
つ
て
る
下
か
ら
言
葉
が
宙
に
浮
い
て

い
」
く
と
い
う
石
中
先
生
の
経
験
に
表
れ
て
い
る
。

　

で
は
「
伝
説
時
代
」
に
何
が
起
き
る
の
か
を
卑
近
な
例
で
示
す
の
が
、

吉
田
青
年
の
最
後
の
発
言
で
あ
る
。
彼
が
「
八
卦
オ
ヤ
ヂ
の
落
胤
だ
と
い

ふ
説
」
は
、
眉
唾
物
で
あ
る
上
に
自
身
の
出
生
に
関
わ
る
重
大
事
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
そ
れ
が
何
で
せ
う
。
ど
う
せ
僕
達
は
血
な
ま
ぐ
さ

い
伝
説
時
代
に
住
ん
で
ゐ
る
の
で
す
か
ら
」
と
投
げ
や
り
に
な
り
、
そ
れ

が
〈
真
実
〉
と
し
て
囁
か
れ
て
い
る
状
況
を
放
置
す
る
。
す
な
わ
ち
「
伝

説
時
代
」
に
は
、
で
た
ら
め
な
言
葉
が
か
え
っ
て
環
境
に
な
じ
み
、
摩
擦

な
く
流
布
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
石
中
先
生
の
側
か
ら
見
る
と
、
眼
前
の
外
見
か
ら
対
照
的
な
二

人
が
親
子
で
あ
る
と
い
う
説
そ
の
も
の
が
「
不
気
味
」
で
あ
る
の
に
加

え
、
そ
れ
が
一
部
で
信
じ
ら
れ
確
か
ら
し
さ
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
二

重
の
「
不
気
味
」
さ
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
自
分
が
分
解
さ
れ
る

や
う
な
気
持
」
に
転
じ
る
飛
躍
を
考
え
る
手
掛
か
り
は
、「
根
ツ
子
町
の

巻
」
に
お
け
る
「
文
学
」
の
規
定
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
現

実
の
一
面
に
「
デ
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ン
」
を
施
し
、「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
と

し
て
の
「
文
学
」
を
創
造
す
る
の
な
ら
ば
、
現
実
を
喪
失
し
た
「
伝
説
時

代
」
に
は
「
文
学
」
の
仮
構
性
が
埋
没
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
こ
そ

が
小
説
家
・
石
中
先
生
に
眠
り
に
よ
る
逃
避
を
望
ま
せ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
こ
の
前
に
一
心
斎
老
人
の
家
で
聞
い
た
い
く
つ
か
の
風
変
わ
り
な

話
は
、
石
中
先
生
に
と
っ
て
他
人
事
だ
っ
た
た
め
、「
ふ
だ
ん
住
ん
で
ゐ

る
の
と
は
、
ま
る
で
違
つ
た
世
界
へ
連
れ
こ
ま
れ
て
い
く
や
う
」
と
あ
る

よ
う
に
、
日
常
的
な
世
界
は
温
存
さ
れ
て
お
り
、
眠
り
は
あ
く
ま
で
生
理

的
な
行
動
だ
っ
た
。
だ
が
、
吉
田
青
年
の
言
葉
は
石
中
先
生
の
足
場
を
揺

る
が
し
た
の
で
、
石
中
先
生
は
逃
避
と
し
て
の
眠
り
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
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こ
こ
ま
で
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
詳
し
く
読
解
し
て
き
た
が
、
最
後
に
指
摘

し
た
い
の
は
、「
伝
説
時
代
」
は
戦
中
か
ら
連
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
石
中
先
生
は
、「
敵
の
太
平
洋
艦
隊
が
全
滅
し
た
た
め
に
海
の

水
が
一
二
寸
盛
り
上
つ
た
」
と
い
っ
た
一
心
斎
老
人
の
奇
天
烈
な
予
言

が
、
郷
土
新
聞
の
三
面
記
事
に
「
デ
カ
〳
〵
と
採
り
上
げ
ら
れ
て
」
い
た

こ
と
を
「
古
い
記
憶
」
と
し
、「
あ
の
頃
は
、
誰
も
彼
も
、
ひ
ど
く
血
迷

つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
戦
中
を
現
在
か
ら
切
り
離
そ
う
と
し
て
い

た
。
だ
が
第
二
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
心
斎
老
人
の
言
動
は
八
卦
を

含
め
、
敗
戦
を
跨
い
で
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の

ら
り
く
ら
り
と
通
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
伝
説
時
代
」
が

戦
中
か
ら
継
続
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。「
伝
説
時
代
」
に
は
、

具
現
化
さ
れ
な
い
ま
ま
言
葉
だ
け
が
氾
濫
・
伝
播
し
、
架
空
の
〈
戦
後
日

本
〉
が
仮
構
さ
れ
る
時
代
と
い
う
含
意
が
あ
る
と
先
に
述
べ
た
が
、〈
戦

後
日
本
〉
の
所
に
〈
大
日
本
帝
国
〉
な
ど
の
語
を
代
入
し
て
も
、
全
く
違

和
感
は
な
い
。
作
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
「
日
本
精
神
論
」
な
ど
が
そ

の
例
で
あ
（
（1
（

る
。
根
ツ
子
町
は
、「
天
皇
か
ら
失
わ
れ
た
崇
高
性
や
権
威
を

ア
メ
リ
カ
が
代
補
す
る
」
と
い
う
、「
共
同
体
の
「
現
在
」
に
意
味
を
与

え
る
、
超
越
的
な
他
者
（
第
三
者
の
審
級
）
の
、
速
や
か
な
、
ほ
と
ん
ど

間
髪
を
入
れ
な
い
交
替
」
を
挟
ん
（
（1
（

で
、
長
い
「
彷
徨
」
を
続
け
て
い
る
の

だ
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
風
俗
や
世
相
の
描
写
の
う
ち
に
、
作
者
の
立
場
や
態

度
が
表
れ
て
い
る
こ
の
小
説
は
、
傍
観
者
と
し
て
風
俗
や
世
相
を
写
し
た

だ
け
と
し
か
思
わ
れ
な
い
風
俗
小
説
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

「
好
色
文
学
」
と
は
区
別
さ
れ
る
「
芸
術
作
品
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
第
二
節
に
お
い
て
、「
根
ツ
子
町
の
巻
」
の
背
後
に
あ
る
、
太

宰
の
死
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
触
れ
た
。
そ
れ
を
前
節
で
論
じ
た
内
容

と
接
続
し
、
結
び
と
し
た
い
。

　

石
坂
は
随
筆
「
太
宰
治
の
死
」（
前
出
）
で
、「
そ
れ
ら
の
特
性
（「
常

識
へ
の
反
逆
性
」「
自
己
虐
使
性
」「
孤
高
性
」
な
ど
─
─
引
用
者
注
）

は
、
た
し
か
に
北
方
的
で
あ
り
津
軽
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
ダ
ン
ス
や
コ

ン
ク
ー
ル
や
映
画
や
農
地
改
革
や
男
女
同
権
等
に
根
底
か
ら
揺
す
ぶ
り
荒

さ
れ
た
北
方
の
地
盤
に
は
、
も
う
あ
あ
い
ふ
型
が
育
た
な
い
で
あ
ら
う
。

そ
の
意
味
で
、
太
宰
は
、
滅
び
る
者
の
美
し
い
光
茫マ

マ

を
放
つ
最
後
の
星
で

あ
つ
た
ら
う
」
と
論
じ
て
い
る
。
吉
田
青
年
の
「
反
逆
」
が
徹
底
さ
れ
な

い
の
は
、
前
述
し
た
要
因
に
加
え
、
戦
後
改
革
も
そ
れ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
見
え
て
こ
よ
う
。〈
戦
後
日
本
〉
は
い
ま
だ
仮
構
の
段
階
で
あ
れ
ど

も
、「
彷
徨
」
を
続
け
る
村
は
元
来
の
風
土
を
喪
失
し
て
お
り
、
太
宰
の

よ
う
な
際
立
っ
た
「
型
」
の
人
物
が
育
た
な
い
の
だ
。
石
坂
は
他
に
、

「
太
宰
の
場
合
を
、
恋
愛
と
か
情
死
と
か
よ
ぶ
の
は
、
凡
そ
白
々
し
い
感

じ
」
で
、
二
人
の
死
は
「
ち
や
う
ど
枝
か
ら
吹
き
払
は
れ
た
落
葉
の
中
の

二
枚
が
、
途
中
で
偶
然
に
重
り
合
つ
た
や
う
な
も
の
だ
」
と
も
述
べ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
太
宰
の
本
質
を
見
よ
う
と
す
る
石
坂
が
直
面
し
た
に
違
い

な
い
の
は
、「
情
死
報
道
の
衝
撃
と
そ
の
広
範
な
反
響
と
に
並
行
し
て
、

作
家
太
宰
治
の
神
話
も
ま
た
形
成
さ
れ
、
再
編
さ
れ
」
て
い
く
状
況
で

あ
（
（1
（
る
。
太
宰
の
死
後
、
カ
ス
ト
リ
雑
誌
か
ら
新
聞
ま
で
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ

ア
が
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
巷
間
の
会
話
も
、
虚
実
が
混
濁
し
、
筆
者
・
話
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者
の
主
観
も
濃
厚
な
太
宰
語
り
で
溢
れ
た
。
石
坂
の
随
筆
も
も
ち
ろ
ん
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
膨
大
な
太
宰
語
り
に
よ
る
太
宰
の
「
神
話
」

化
と
い
う
〈
図
〉
を
受
け
て
、
石
坂
は
帰
納
的
に
「
伝
説
時
代
」
と
い
う

〈
地
〉
を
明
か
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
眼
前
の
個
別
的
な
風
俗
や
世

相
と
い
う
〈
図
〉
か
ら
、
社
会
や
時
代
と
い
う
〈
地
〉
を
探
り
当
て
る
の

は
、
風
俗
小
説
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。

注（
１
）　

風
俗
小
説
の
評
価
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
歴
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「〈
ア
ル

チ
ザ
ン
〉
の
批
評
精
神
─
─『
風
俗
小
説
論
』
を
脱
却
す
る
た
め
に
─
─
」

（『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
二
三
年
五
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）　

山
本
芳
明
「
風
俗
小
説
の
可
能
性
─
─
湯
浅
克
衛
「
で
ぱ
あ
と
」
を
中
心

に
」（『
研
究
年
報
』
二
〇
一
二
年
三
月
）
一
三
一
頁

（
３
）　

こ
の
「
あ
と
が
き
」
は
、
二
刷
ま
で
の
文
章
か
ら
改
稿
さ
れ
た
三
刷
以
降
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
出
版
年
月
は
三
刷
に
合
わ
せ
て
い
る
。

（
４
）　
「
文
芸
往
来
の
「
小
説
と
読
者
」
と
い
ふ
座
談
会
。
出
席
者
は
丹
羽
、
石

坂
、
石
川
（
達
）、
井
上
、
田
村
と
い
ふ
顔
触
れ
。
当
代
の
ア
ル
チ
ザ
ン
代
表

ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
の
放
談
振
り
」（
無
記
名
「
天
狗
草
紙
」『
文
学
草
紙
』
一
九

四
九
年
四
月
）、
ま
た
「
所
謂
風
俗
小
説
ま
た
は
中
間
小
説
と
言
わ
れ
て
い
る

一
群
の
作
風
」
を
「
洋
次
郎
、
達
三
、
聖
一
、
文
雄
、
友
一
郎
、
泰
次
郎
の
あ

る
型
の
作
品
が
代
表
し
て
い
る
」（
伊
藤
整
「
現
代
文
学
の
可
能
性 
文
芸
時

評
」『
改
造
』
一
九
五
〇
年
一
月
）
な
ど
と
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
石
坂

は
丹
羽
ら
と
と
も
に
〈
ア
ル
チ
ザ
ン
〉
た
る
風
俗
派
の
「
代
表
」
と
見
な
さ
れ

て
き
た
作
家
で
あ
る
。

（
５
）　

尾
崎
秀
樹
「
石
坂
洋
次
郎 

石
中
先
生
行
状
記 

地
方
俗
話
の
笑
い
」（『
朝
日

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
五
年
一
二
月
一
九
日
）
四
三
頁

（
６
）　

例
外
的
に
猿
取
哲
（
大
宅
壮
一
）
は
、「
そ
の
卑
猥
な
表
現
の
中
に
、
丁
度

俚
謡
な
ど
に
み
る
よ
う
な
、
ロ
ー
カ
ル
な
生
活
に
即
し
た
明
る
く
て
健
康
な
ユ

ー
モ
ア
が
に
じ
み
出
て
、
そ
の
点
で
い
く
分
救
わ
れ
て
い
る
」
と
、「
根
ツ
子

町
の
巻
」
に
対
し
て
は
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
舟
橋
聖
一
や
川
口
松

太
郎
の
「
商
業
的
効
果
を
ね
ら
つ
」
た
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
を
批
判
し
、「
日
本
の

文
壇
も
職
業
的
利
益
を
守
る
こ
と
に
忠
実
な
だ
け
で
は
な
く
、
自
発
的
に
反
省

し
自
粛
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
」
と
、
文
学
者
の
側
の
責
任
を
強
調
し

た
（「
同
時
代
人 

石
坂
洋
次
郎
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
八
年
一
〇
月
一
七
日
）。

（
７
）　

日
比
嘉
高
「
私
た
ち
の
存
在
意
義
を
ど
う
説
明
し
直
す
か
」（『
日
本
近
代
文

学
』
二
〇
一
五
年
五
月
）
一
六
三
頁

（
８
）　
「
根
ツ
子
町
の
巻
」
の
本
文
は
、
断
ら
な
い
限
り
『
石
中
先
生
行
状
記
』（
新

潮
社
、
一
九
四
九
年
四
月
）
に
拠
る
。

（
９
）　

日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
経
験
を
持
ち
、
一
九
四
八
年
に
石
中
先
生
に
よ
っ
て

「
六
十
ぐ
ら
ゐ
」
と
推
定
さ
れ
る
一
心
斎
老
人
が
「
四
十
二
歳
」
の
時
の
出
来

事
は
、
弔
詞
が
書
か
れ
た
一
九
四
六
年
か
ら
見
て
十
年
以
上
前
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

（
10
）　

石
坂
に
よ
る
戦
中
か
ら
占
領
期
に
か
け
て
の
継
続
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判

に
つ
い
て
、
拙
稿
「
石
坂
洋
次
郎
の
「
人
間
的
接
触
」
と
い
う
説
得
法
─
─
フ

ィ
リ
ピ
ン
従
軍
か
ら
『
青
い
山
脈
』
へ
─
─
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
二
年
八

月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）　

大
澤
真
幸
『
不
可
能
性
の
時
代
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
四
月
）
二
六

頁

（
12
）　

川
崎
賢
子
「
太
宰
治
の
情
死
報
道
─
─
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
資
料
と
そ
の
周
辺
か

ら
」（
山
本
武
利
責
任
編
集
『
新
聞
・
雑
誌
・
出
版
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
〇
五
年
一
一
月
）
一
一
四
頁

（
す
や
ま
・
と
も
ひ
ろ
）


